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《本号の表紙絵》

ラエネクによる聴診器

2016年はラエネク（René Théophile Hyacinthe Laënnec, 1781–1826）が聴診器による間接聴

診法を発明して 200周年の年である．

ラエネクは激動の時代のパリで医学教育を受け，医師として活動した．アウエンブルッ

ガー（Joseph Leopold Auernbrugger, 1722–1809） の打診法をフランスに紹介して普及させたコ

ルヴィザール （Jean-Nicolas Corvisart des Marets, 1755–1821） からも教えを受けている．

ラエネク自身の回想により，間接聴診法の発明の物語はよく知られている．ラエネクが

パリで治療を行っていた 1816年に，ラエネクのもとにやってきた若い女性の患者は，肉付

きがよすぎて打診法を使用できなかった．若い女性
0 0 0 0

ということから患者の胸に直接耳を当

てることもできない．そこで，固体の筒を伝わる音が増幅されることを思い出し，紙を丸

めて筒にした装置を介して胸部音を聴いたところ，直接耳をあてる以上に鮮明な音が聞こ

えてきた．

これは間接聴診法の始まりのエピソードであるが，新たな技法の完成の物語が続く．

ラエネクは素材・形状などを変え，装置そのものの改良を重ねた．その結果が表紙絵で

示された図に表されている．さらに，新たな装置が伝える音がどのような情報を伝えてい

るのかを明らかにするため，ラエネクは病理解剖を行って患者の胸部音とその疾患との関

係を確かめていった．1819年に出版された『間接聴診法』 （De l’auscultation médiate, ou traité 

du diagnostic des poumons et coeurs, Paris, 2vols） には，表紙絵の図以外に，病理解剖で見られ

た病変の図も描かれている．本文では，上記の発見の回想とその後の研究の概略が述べら

れるとともに，疾患別にその特徴や症候，特に，どの段階でどこに聴診器を当てればどの

ような音が聞こえるか，という詳細な記載がある．

最初の発明から 3年後には既に実用に耐えうるレベルの診断法に達していた．『間接聴診

法』という著作を通じて，聴診器の使用は急速にヨーロッパに広がっていった．

（表紙絵には 1821年の英訳（抄訳）に再録された図を使用）
（澤井　　直）


